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意見書 ５件

○地方財政の充実・強化を求める意見書

〇介護保険制度の運営基盤の強化と適正

な制度確立を求める意見書

〇「子ども・被災者生活支援法」に基づ

く具体的施策の早期実施を求める意見

書

〇放射性物質を含む汚染水対策の徹底を

求める意見書

〇仮設店舗・事業所の撤去費用が市町村

負担とならないよう国に万全の対策を

求める意見書

可決・同意した
知事提出議案 51件

○平成25年度宮城県一般会計補正予算

○知事等及び職員の給与の特例に関する

条例など

採択した請願 １件

○被災者の医療・介護の負担免除を求め

ることについて

付帯意見
〇知事等及び職員の給与の特例に関する

条例

本条例の前提となった国からの給与減

額の要請は、地方の固有財源である地

方交付税の削減を給与引き下げの要請

手段として用いたこと、また、地方の

これまでの人件費削減の努力を考慮せ

ず、単年度の国との比較のみに基づき、

本来、条例により自主的に決定される

べき給与について引き下げ要請が行わ

れたことは、極めて遺憾である。来年

度以降、同様の措置がなされないよう

全国知事会を通じ、国に対し強く求め

られたい

ホームページのご案内
県議会のあらまし、議員名簿、本

会議と委員会の日程等、各種（請願
・陳情等）手続きの案内、会議録等
を掲載しています。
インターネットで本会議、予算・

決算特別委員会の生中継、録画画像
をご覧になれます。

ｓｉｔｅ

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

平成25年
６月定例会特集 第106号
編集・発行 宮城県議会広報委員会

290222113592

〒980228570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又

常任委員会

予算特別委員会

７月１日（月）に、委員11人

による総括質疑を行い、その後、

各分科会での審査を経て、平成

25年度宮城県一般会計補正予算

等を可決した。

総括質疑者 菊地恵一 中沢

幸男 石川利一 長谷川洋一 自

由民主党・県民会議 ゆさみゆ

き 改革みやぎ 岸田清実 社民

党県議団 庄子賢一 公明党県

議団 天下みゆき 日本共産党

宮城県会議員団 渡辺忠悦 み

んなの党・無所属の会 吉川寛

康21世紀クラブ 齋藤正美 最

速復興県民の会

平成25年２月定例会以降に行

われた各委員会の県内外調査の

概要と今定例会での主な審査議

案は次のとおり。

●総務企画委員会

審査議案 職員定数条例の一

部を改正する条例など13議案

●環境生活農林水産委員会

調査先 一苺一笑 田所食品

山元町 など

調査項目 いちご産地の再

生 ６次ブランドの確立

審査議案 動物の愛護及び管

理に関する条例の一部を改正

する条例など10議案

●保健福祉委員会

調査先 みやぎ心のケアセン

ターなど

調査項目 被災者の心のケア

など 被災聴覚障害者の支援

審査議案 子ども・子育て会議

条例など４議案及び請願２件

●経済商工観光委員会

調査先 水野水産 塩竈市 な

ど

調査項目 東日本大震災によ

る風評被害の状況

審査議案 産業交流センター

条例の一部を改正する条例な

ど４議案

●建設企業委員会

調査先 女川町鷲神浜地区

涌谷町新名鰭地区 石巻市中

浦地区など

調査事項 災害復旧事業の進

捗状況 被災市町の復興計画

審査議案 工事請負契約の締

結（一般県道大島浪板線磯草

トンネル工事 など12議案

●文教警察委員会

調査先 熊本県議会 福岡県

議会など

調査項目 くまもと家庭教育

支援条例 性犯罪の抑止

調査先 仙台教育事務所など

調査項目 教科用図書の採択

審査議案 県立学校条例の一

部を改正する条例など３議案
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宮城県議会は７月 日、東京電

力福島復興本社を訪問し、福島第

一原子力発電所事故に起因する風

評被害に関し、迅速かつ十分な損

害賠償の実施および原発事故の早

期収束について要望した。中村議

長のほか、大震災復旧・復興対策

調査特別委員会の委員 名が訪問

した。

中村議長は冒頭、原発事故に起

因する風評被害が宮城県の産業に

深刻な影響を与えており 宮城県

の復旧・復興を著しく阻害してい

る点に言及し 要望に対して真摯

（しんし）に対応するよう求めた

これを受け、福島復興本社の石

崎芳行代表は、原発事故の発生お

よび放射性物質の海洋流出などの

問題について、「深くお詫びする

とともに、迅速な損害賠償の実施

および原発事故の早期完全収束に

向け全力を傾けていく」と述べた。

同委員会は、これに先立ち、Ｊ

Ａ宮城中央会をはじめとする生産

組合や県内市町を対象に、風評被

害の現状について調査を実施して

いる。

要
望
書
を
提
出
す
る
中
村
議

長

中
央

迅速で十分な
賠償実施要望

原発風評で東電に

広報委員会は、議会活動の情報を

広く県民の皆さんにお知らせするた

め、８人の委員により、議会広報の

実施計画の策定や本紙の企画・編集

などを行っています。

今後も迅速で分かりやすい広報の

実施に努めてまいりますので、よろ

しくお願いします。

◎川嶋保美（自由民主党・県民会

議）、〇太田稔郎（改革みやぎ）、

橋伸二（自由民主党・県民会議）、

庄子賢一（公明党県議団 吉川寛康

（21世紀クラブ）、境恒春（みんな

の党・無所属の会）、天下みゆき（日

本共産党宮城県会議員団 岸田清実

（社民党県議団）

※◎は委員長、〇は副委員長

広報委員会から

定例会閉会日の７月

８日 中村功議長が記

者会見を行った 岩手

・宮城内陸地震の発生

から ちょうど５年目

にあたる６月14日が開

会日となり 議会冒頭

に黙とうをささげ 道

半ばにある被災地の復

興を 議会一丸となっ

て推し進めることを改

めて決意した と述べ

た

６月定例会を振り返

り、「国の経済対策に

よって積み増しされた

緊急雇用基金などを活

用した事業や水産業共

同利用施設の整備など

をはじめとする東日本

大震災の復旧・復興経

費の予算が可決され

た また、一般質問な

どでは、震災の復旧・

復興に向けた様々な議

論がなされたが、県民

のための復旧・復興で

あることを第一に考

え、これからも被災地

の声に耳を傾けていき

たい」と述べた。

議長記者会見

●傍聴のご案内 又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又
本会議、各委員会は手続きの上、自由に傍聴できます。

お問い合わせ先 宮城県議会事務局総務課290222113571

県議会からのお知らせ
県議会では、年４回の定例会開

会日に「ラウンジコンサート」を

開催しています。入場は自由です

ので、ぜひご来場下さい。

◇次回のコンサート開催予定

・日時／平成25年９月３日（火）

午後０時15分～45分

・場所／県議会庁舎１階ラウンジ

・出演／ベル・ヴァン仙台（瓜生

満美＆ラピス）

・内容／オカリナアンサンブル

・曲目／「カッチーニのアヴェ・

マリア」「チキチキバンバン」

ほか
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⊃⊂⊂⊂⊂⊂⊂「みやぎ県議会だより」へのご意見・ご感想をお寄せください

宮城県議会事務局政務調査課

〒980－8570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号

290222113592 宰0222113598
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え
た
新
た
な
発
想
が

求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
。
そ
の
上
で
、

人
気
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ

ま
ち
ゃ
ん
」
の
脚
本
を
手
掛
け
「
み
や

ぎ
絆
大
使
」
も
務
め
る
宮
藤
官
九
郎
氏

‖
栗
原
市
出
身
‖
に
「
本
県
観
光
戦
略

の
検
討
を
依
頼
し
て
は
ど
う
か
」
と
提

案
、
知
事
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

知
事
は
「
宮
藤
氏
は
、
俳
優
、
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
も
活
躍
す
る
非
凡

な
才
能
の
持
ち
主
。
斬
新
で
ユ
ー
モ
ア

に
富
ん
だ
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
け
る
よ

う
、
お
願
い
し
て
い
き
た
い
」
と
の
考

え
を
示
し
た
。
「
県
の
観
光
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
む
す
び
丸
を
活
用
し
た
戦
略
や
、

弱
み
と
な
っ
て
い
る
関
西
圏
か
ら
の
女

性
客
誘
致
な
ど
に
助
言
い
た
だ
き
た

い
。
（
宮
藤
氏
か
ら
の
提
言
は
）
観
光

振
興
に
大
い
に
資
す
る
と
期
待
す
る
」

と
述
べ
た
。

県
な
ど
が
目
指
す
国
管
理
の
仙
台
空

港
民
営
化
に
関
連
し
て
議
員
は
「
空
港

周
辺
の
将
来
像
と
、
実
現
に
向
け
た
戦

略
を
ど
う
考
え
る
か
」
と
質
問
。
経
済

商
工
観
光
部
長
は
「
こ
と
し
３
月
に
民

営
化
後
の
空
港
と
空
港
周
辺
地
域
の
将

来
像
を
ま
と
め
た
。
実
現
に
は
民
間
事

業
者
の
活
用
が
重
要
」
と
述
べ
、
５
月

に
設
置
し
た
「
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
」
を

通
じ
て
民
営
化
へ
の
機
運
醸
成
と
投
資

意
欲
の
喚
起
を
図
る
意
向
だ
。

観
光
客
と
の
記
念
撮
影
に
応
じ
る
む
す
び
丸
‖

こ
と
し
５
月

日
、
仙
台
港

観光戦略新たな発想を
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議
員
は
災
害
公
営
住
宅
の

整
備
や
被
災
地
の
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
産
業
復

興
支
援
な
ど
で
県
の
考
え
を

た
だ
し
た
。

議
員
は
災
害
公
営
住
宅
に

つ
い
て
「
自
力
再
建
が
困
難

と
な
っ
た
人
は
希
望
す
れ
ば

必
ず
入
居
で
き
る
の
か
」
と

質
問
。
知
事
は
「
各
市
町
が

被
災
者
の
意
向
調
査
を
継
続

的
に
行
い
、
整
備
戸
数
も
随

時
、
見
直
さ
れ
て
い
る
。
希

望
す
る
世
帯
が
確
実
に
入
居

で
き
る
よ
う
各
市
町
と
連
携

し
て
必
要
な
戸
数
を
確
保
し

て
い
く
」
と
答
弁
。
４
月
に

県
の
担
当
部
署
を
拡
充
し
た

こ
と
も
説
明
し
た
。

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
質
問
で
は
「
仮
設
商
店

街
の
活
性
化
は
本
格
的
な
ま

ち
づ
く
り
の
弾
み
に
な
る
。

取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
」

と
た
だ
し
た
。

知
事
は
「
新
た
な
商
店
街

形
成
へ
の
支
援
が
重
要
に
な

る
。
対
象
が
拡
充
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
化
補
助
金
の
メ
ニ
ュ

ー
を
活
用
し
、
再
整
備
を
支

援
す
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

仮
設
商
店
街
の
撤
去
費
用
に

つ
い
て
「
復
興
が
円
滑
に
進

む
よ
う
、
市
町
の
負
担
軽
減

を
国
に
求
め
る
」
と
の
考
え

を
示
し
た
。

海
岸
堤
防
整
備
で
は
地
元

か
ら
「
（
県
計
画
の
堤
防
高

が
）
高
す
ぎ
る
」
「
海
の
状

況
が
見
え
な
い
の
は
不
安
を

大
き
く
す
る
」
な
ど
の
声
が

多
い
。
議
員
は
「
住
民
と
の

協
議
で
堤
防
高
を
変
え
る
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
」
と

質
問
。

土
木
部
長
は
「
（
場
所
に

よ
っ
て
は
）
堤
防
背
後
地
で

進
め
ら
れ
る
復
興
ま
ち
づ
く

り
と
連
動
し
て
堤
防
の
建
設

位
置
を
陸
側
に
移
動
す
る

こ
と
な
ど
で
地
表
面
か
ら

の
高
さ
を
低
く
す
る
工
夫

も
考
え
ら
れ
る
。
引
き
続
き

関
係
住
民
と
誠
意
を
持
っ

て
話
し
合
い
た
い
」
と
答
え

た
。

第
３
４
１
回
宮
城
県
議
会
（
６
月
定
例
会
）
は
、
平
成

年
６
月

日
か
ら
７
月
８
日
ま
で
、

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。
総
額

２
６
７
億
円
の
平
成

年
度
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、
知
事
ら

特
別
職
お
よ
び
一
般
職
の
給
与
削
減
を
図
る
条
例
改
正
案
な
ど

議

案
を
原
案
通
り
可
決
し
た
。
補
正
予
算
に
は
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
た
医
療
施
設
の
復
旧
工
事
へ
の
助
成
や
市
町
が
支
援
す
る
被
災
者

の
住
宅
再
建
へ
の
交
付
金
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
一
般
質
問
で
は
、
復

旧
期
か
ら
続
く
再
生
期
を
見
据
え
て
被
災
地
の
雇
用
対
策
や
新
た
な

ま
ち
づ
く
り
支
援
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

災害公営住宅

必
要
戸
数
確
実
に

確
保
に
向
け
担
当
部
署
拡
充

請
負
企
業
体
と
連
携

が
れ
き
処
理
後
の
雇
用
支
援

再生まちづくりなど議論

保
育
所
入
所

待

機

児

童

受
け
入
れ
枠
拡
大
継
続
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●
質
問
者

一
般
質
問
は
、
中
山
耕
一
、

畠
山
和
純
、
村
上
智
行
、
皆

川
章
太
郎
、
池
田
憲
彦
、
佐

々
木
幸
士
、
只
野
九
十
九
、

渥
美
巖
、
今
野
隆
吉
（
自
由

民
主
党
・
県
民
会
議
）
、
太

田
稔
郎
、
菅
原
実
、
坂
下
や

す
こ
（
改
革
み
や
ぎ
）
、
佐

藤
詔
雄
（
社
民
党
県
議
団
）、

石
橋
信
勝
（
公
明
党
県
議

団
）
、
三
浦
一
敏
（
日
本
共

産
党
宮
城
県
会
議
員
団
）
、

堀
内
周
光
（
み
ん
な
の
党
・

無
所
属
の
会
）
の

人
。

が
れ
き
処
理
業
務
が
終
盤

に
近
づ
き
、
被
災
地
で
は
、

が
れ
き
処
理
終
了
後
の
雇
用

確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
議
員
は
雇
用
の
現
状
や

県
や
企
業
の
再
就
職
支
援
策

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

が
れ
き
処
理
は
本
年
度
末

で
の
終
了
を
目
指
し
、
県
内

８
処
理
区
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
と
し
３
月
末
時
点
で

の
従
事
者
は
約
３
６
０
０
人

で
、
う
ち
約
２
３
０
０
人
が

県
内
か
ら
の
雇
用
者
。
知
事

は
「
重
機
運
転
な
ど
の
有
資

格
者
は
、
各
種
復
興
事
業
な

ど
で
就
業
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
。
手
選
別
業
務
な
ど
の

作
業
員
に
つ
い
て
も
事
業
を

請
け
負
っ
た
共
同
企
業
体
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携

し
て
支
援
す
る
」
と
し
た
。

議
員
は
「
が
れ
き
処
理
終

了
後
の
就
職
あ
っ
せ
ん
が
業

者
選
考
の
大
き
な
審
査
基
準

だ
っ
た
と
聞
く
。
企
業
の
具

体
的
な
対
応
は
」
と
質
問
。

環
境
生
活
部
長
は
「
離
職
予

定
者
に
対
し
、
重
機
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
技
能
講
習
会
や

関
係
機
関
と
連
携
し
た
再
就

職
説
明
会
な
ど
を
行
っ
て
い

る
」
と
説
明
。
「
企
業
体
構

成
企
業
や
地
元
協
力
会
社
へ

の
就
業
あ
っ
せ
ん
も
予
定
さ

れ
て
い
る
」
と
答
弁
し
た
。

が
れ
き
処
理
以
外
に
も
復

旧
事
業
は
減
少
が
見
込
ま
れ

る
。
議
員
は
「
沿
岸
市
町
へ

の
企
業
立
地
を
ど
う
考
え

る
」
と
県
の
所
見
を
求
め
た
。

経
済
商
工
観
光
部
長
は
「
被

災
企
業
の
早
期
復
興
に
加
え

て
新
た
な
企
業
立
地
が
重

要
。
国
の
『
津
波
・
原
子
力

災
害
被
災
地
域
雇
用
創
出

企
業
立
地
補
助
金
』
も
新
た

に
創
設
さ
れ
企
業
も
関
心
を

持
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
支
援
制
度
を
最
大
限
活

用
し
、
沿
岸
部
へ
の
立
地
を

働
き
掛
け
て
い
く
」
と
答
え

た
。

保
育
所
入
所
待
機
児
童
に

つ
い
て
議
員
は
「
知
事
は
平

成

年
度
ま
で
の
待
機
児
童

解
消
を
公
約
に
掲
げ
て
い
る

が
見
通
し
は
」
と
質
問
。
知

事
は
「
保
育
所
整
備
を
進
め
、

受
け
入
れ
枠
拡
大
を
図
っ
て

き
た
。
公
約
で
は
仙
台
市
分

を
除
い
て
解
消
と
し
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
で
も
ゼ
ロ
に

な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
、
重
く
受
け
止
め
て
い
る
」

と
答
弁
し
た
。

知
事
は
解
消
に
向
け
、
本

年
度
も
仙
台
市
分
を
除
き
１

０
０
０
人
の
枠
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
「
保
育
士
の
人
材

確
保
も
重
要
。
新
た
に
保
育

士
の
就
労
支
援
を
行
う
『
保

育
士
人
材
バ
ン
ク
』
を
設
置

す
る
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に

「
保
育
行
政
は
市
町
村
が
主

体
だ
が
県
と
し
て
サ
ポ
ー
ト

に
努
め
る
。
特
に
被
災
し
た

沿
岸
部
へ
の
注
力
を
考
え
た

い
」
と
し
た
。

高
齢
者
福
祉
施
策
で
も

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
待
機
者
の
状
況
、
今
後

の
対
応
は
」
と
の
質
問
が
あ

っ
た
。
知
事
は
「
自
宅
に
お

け
る
要
介
護
度
３
以
上
の
優

先
待
機
者
の
解
消
に
向
け
た

整
備
は

年
度
末
で
目
標
に

達
す
る
な
ど
施
設
整
備
は
順

調
に
進
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

本
県
の
高
齢
者
人
口
は
今
後

年
程
度
は
大
き
く
増
加
が

見
込
ま
れ
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま

る
。
引
き
続
き
整
備
促
進
が

必
要
と
考
え
る
」
と
の
見
方

を
示
し
た
。

介
護
職
員
不
足
や
処
遇
改

善
の
質
問
に
は
保
健
福
祉
部

長
が
「
昨
年
４
月
の
介
護
報

酬
改
定
で
処
遇
改
善
加
算
が

創
設
さ
れ
、
一
定
の
改
善
が

図
ら
れ
た
。
本
県
の
処
遇
改

善
状
況
を
把
握
す
る
た
め
７

月
末
ま
で
に
事
業
者
か
ら
改

善
実
績
報
告
書
の
提
出
を
受

け
、
効
果
を
分
析
す
る
」
と

述
べ
た
。

防災教育充実
復興に不可欠
副読本で教科と連動

児
童
生
徒
ら
に
対
す
る
防

災
教
育
に
つ
い
て
議
員
は

「
復
旧
・
復
興
の
取
り
組
み

と
し
て
充
実
が
欠
か
せ
な

い
」
と
指
摘
し
、
県
の
基
本

方
針
を
た
だ
し
た
。

教
育
長
は
「
二
度
と
犠
牲

者
を
出
さ
な
い
た
め
に
防
災

教
育
と
防
災
体
制
の
再
構
築

に
全
力
で
取
り
組
む
」
と
強

調
。
「
先
に
策
定
し
た
『
み

や
ぎ
学
校
安
全
基
本
指
針
』

を
も
と
に
、
児
童
生
徒
た
ち

が
自
ら
危
険
を
回
避
す
る
力

と
地
域
や
社
会
の
安
全
に
貢

献
で
き
る
心
を
育
て
て
い

く
」
と
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
を
た

だ
す
議
員
の
質
問
に
教
育
長

は
「
全
国
に
先
駆
け
、
す
べ

て
の
公
立
校
に
防
災
主
任
を

配
置
、
地
域
の
拠
点
と
な
る

小
中
学
校
に
は
市
町
村
単
位

で
防
災
担
当
主
幹
教
諭
を
配

置
し
た
」
と
答
弁
。

さ
ら
に
、
学
校
現
場
で
教

科
や
領
域
に
関
連
づ
け
て
指

導
で
き
る
防
災
教
育
副
読
本

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
説
明
し
た
。
本
年
度

は
小
学
３

４
年
生
用
の
テ

キ
ス
ト
を
つ
く
り

来
年
度

以
降
順
次

幼
・
小
・
中
・
高
校

用
を
作
成
す
る
と
い
う

職
員
給
与
削
減

付
帯
意
見
付
け

条
例
案
を
可
決

地
方
公
務
員
の
給
与
削
減

を
前
提
に
国
が
地
方
交
付
税

を
削
減
し
た
こ
と
に
伴
い
、

知
事
は
じ
め
特
別
職
の
給
与

を
現
行
よ
り
さ
ら
に
７
％
、

一
般
職
の
給
与
を
平
均
５
・

７
％
減
額
す
る
給
与
条
例
改

正
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し

た
。
「
来
年
度
は
交
付
税
の

削
減
を
し
な
い
よ
う
全
国
知

事
会
を
通
じ
て
国
に
強
く
求

め
る
」
と
の
付
帯
意
見
を
付

け
た
。
改
革
み
や
ぎ
と
社
民

党
県
議
団
、
共
産
党
県
議
団

は
反
対
し
た
。
改
正
条
例
は

７
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
適

用
さ
れ
る
。

条
例
改
正
案
を
め
ぐ
っ
て

は
「
国
の
給
与
減
額
要
請
か

ら
受
け
入
れ
決
断
ま
で
が
拙

速
で
は
な
か
っ
た
か
」
な
ど

の
質
問
が
あ
っ
た
。
知
事
は

「
国
の
要
請
は
遺
憾
だ
が
、

現
実
に
多
額
の
財
源
不
足
が

生
じ
る
。
支
援
い
た
だ
い
て

い
る
他
の
自
治
体
で
も
減
額

が
行
わ
れ
る
こ
と
や
６
月
定

例
会
で
の
提
案
に
向
け
た
職

員
組
合
と
の
交
渉
期
間
の
確

保
が
必
要
と
判
断
し
た
結

果
」
と
答
弁
し
た
。

支
援
自
治
体
の
給
与
減
額

状
況
に
つ
い
て
は
総
務
部
長

が
「
現
在
職
員
派
遣
を
受
け

て
い
る

都
道
県
の
う
ち

道
県
で
実
施
す
る
方
針
と
伺

っ
て
い
る
」
と
答
え
た
。
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汚
染
稲
わ
ら

保
管
期
間
延
長

各
首
長
に
要
請

福
島
第
１
原
発
事
故
の
影

響
で
発
生
し
た
指
定
廃
棄
物

（
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
１

㌕
当
た
り
８
０
０
０

超
）

の
最
終
処
分
場
に
つ
い
て
議

員
は
「
国
に
よ
る
設
置
が
遅

れ
て
い
る
。
市
町
な
ど
が
一

時
保
管
し
て
い
る
汚
染
稲
わ

ら
の
保
管
期
間
延
長
は
あ
る

の
か
」
と
質
問
し
た
。

知
事
は
「
国
の
設
置
計
画

を
踏
ま
え
、
一
時
保
管
期
間

を
２
年
と
し
て
き
た
が
、
期

間
内
で
の
設
置
は
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
６
月

日
に
農

林
水
産
部
長
名
の
文
書
で

関
係
市
町
首
長
に
期
間
延

長
と
適
正
管
理
に
つ
い
て

協
力
を
要
請
し
た
」
と
答

弁
し
た
。

東
北
電
力
女
川
原
子
力
発

電
所
に
つ
い
て
議
員
は
「
再

稼
働
問
題
も
含
め
、
今
後
の

動
向
に
つ
い
て
県
独
自
に
専

門
家
を
入
れ
た
検
討
機
関
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
」
と
提

言
し
た
。
環
境
生
活
部
長
は

「
原
発
の
安
全
性
に
つ
い
て

は
基
本
的
に
原
子
力
規
制
委

員
会
が
確
認
す
る
。
県
と
し

て
の
検
討
体
制
は
同
委
員
会

の
検
証
動
向
を
踏
ま
え
適
切

に
対
応
し
た
い
」と
述
べ
た
。

平成２５年( 年)８月１１日(日曜日)(２７) 平成２５年( 年)８月１１日(日曜日)(２７)


